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Chapter 1 ･ Lewis acid catalyzed intramolecular [4十2] cycloaddition
Chapter 2 ･ Lewis acid catalyzed intramolecular cycloaddition with neighboring group participation
Chapter 3 ･ CuCl2 -mediated l4+2] benzannulation using enynalunits withalkymes






































望まれている｡その結果､ 3 -アルキニルーα -ナフチルアルデヒドと共役エンイン化合物を塩化銅存在
下で反応させると､アントラセン誘導体が立体選択的に得られ､これをテトラセンに誘導することに成功
した｡
第四章　三成分反応によるジヒドロイソキノリン骨格の合成法の開発
イソキノリン骨格とその誘導体は天然アルカロイドの基本骨格のひとつであり､その簡便な合成法の開
発は極めて重要である｡以前当研究室ではオルト位にアルキンを有するベンズアルデヒドとアミンから合
成されたイミン化合物が銀触媒存在下､マロン酸などのプロ求核剤と反応して､ジヒドロイソキノリン化
合物を構築できることを見出している｡今回私はオルトエチニルベンズアルデヒドを基質として用いると､
一級アミンとプロ求核剤とから触媒や加熱条件を用いることなくジヒドロイソキノリン化合物が形成され
ることを見出した｡本反応はアトムエコノミカルな環境調和型反応として有用である｡本反応の生成物で
あるジヒドロイソキノリンをェステルやテトラヒドロイソキノリンなどへ良い収率で変換することも礎
である｡
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論文審査の結果の要旨
孟根巴特ホ君は､博士課程在学中一貫して環状化合物の新しい合成法の開発を目的として研究を行った｡
その結果､ピリリウム及びピリジニウム型中間体を介在させた新たな環状化合物の構築法を開発した｡ま
ず銅触媒を用いた分子内の[4 + 2]環化付加反応による多環状化合物の新規合成法の開発に成功した｡
これは､以前当研究室で開発したオルトアルキニルベンズアルデヒドとアルケン化合物を用いた環化付加
反応を分子内反応に適用したものであり､簡便な方法で様々な多環状化合物を合成することができた｡続
いて､同じく当研究室で開発されたオルトアルキニルベンズアルデヒドとカルポニル化合物を用いた芳香
環化反応を分子内反応に適用した｡しかし結果は意外にも予想したナフタレン化合物ではなく､シクロへ
キセノン誘導体が良好な収率で得られることを兄い出した｡そこで本反応を天然物合成に利用し､アデノ
シン受容体として働くヘキサヒドロフェナントレン誘導体の簡便な合成法の開発に成功した｡次にオルト
アルキニルベンズアルデヒドに対して化学量論量の塩化銅存在下でアセチレン化合物を反応させたところ､
α位にクロロ基が導入されたナフタレン化合物を一気に構築することに成功した｡そこで本反応を鍵とす
るテトラセン骨格の合成法について検討した｡その結果､ 3-アルキニルー2-ナフトアルデヒドと共役エ
ンイン化合物を塩化銅存在下で反応させると､クロロアントラセン化合物が収率良く得られ､これから電
子環化反応を組み合わせてテトラセン骨格に誘導することに成功した｡更に､オルトエチニルベンズアル
デヒドに対し､一級アミンとプロ求核剤を反応させたところ､自然に自己縮合反応が進行し､ジヒドロイ
ソキノリン化合物が形成されることを見出した｡本反応は触媒を必要とせず､室温下で進行するためアト
ムエコノミカルな環境調和型反応として有用である｡このように孟根巴特ホ君の論文は､彼が自立して研
究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している｡したがって､孟根巴特ホ君提出
の博士論文は､博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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